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第 10 回  頼みごとをする（今回報告する対象回）
第 11 回  頼みごとを断る
第 12 回  説得する
第 13 回  間をつなぐ（雑談をする）
第 14 回  面接を受ける







































ものである（「第 10 回 頼みごとをする」より抜粋，全
体の内容は末尾の資料１を参照されたい）。
第 1回 ガイダンス 第 2回 自己紹介をする 第 3回 説明をする 第 4回 報告をする 第 5回 質問をする 第 6回 話し合う 第 7回 謝る・感謝する 第 8回 励ます 第 9回 薦める・誘う 第10回 頼みごとをする（今回報告する対象回） 第 11回 頼みごとを断る 第 12回 説得する 第 13回 間をつなぐ（雑談をする） 第 14回 面接を受ける 第 15回 まとめ 
 本研究では、下線部回「第10回 頼みごとをする」をケーススタディとして取り上げて考察していく。 























第10回 レッスン１ 問題のある会話例 
 吉沢さん：田中先生、こんにちは。吉沢です。 田中先生：ああ、こんにちは。どうしました。 吉沢さん：レポートのことです。 田中先生：････････ああ、「日本語学概論」のレポートですか。 吉沢さん：はい、実はレポートを書こうと思ったんですけど･･････ 田中先生：ちょっと待ってください、これから会議があるので明日の午後にまた来てくれますか。 吉沢さん：えっ、明日はバイトがあるので無理です。ちょっとだけでいいのでお願いします。 田中先生：分かりました。では 5 分だけ。どんなことですか。 吉沢さん：レポートの資料としてどのような本がお勧めですか。 田中先生：前回の授業の始めに3冊紹介しましたよ。 吉沢さん：すみません、遅刻したので聞いていないんです。今週中にレポートを仕上げたいので、今教えてもらえませんか。 
 
 このような例を示して、何が問題であるか話し合い、どのように言い方にすればよかったのか意見を出し合う。前半のまとめとして大まかな共通認識を形成し、その後ロールプレイ演習を行い、相互評価、総括を行という流れである。公的な場でのコミュニケーションスキルとは異なり、日常のコミュニケーションスキルにおいては、手本となる形式的な言い回しを示すことが困難である。当然ながら、完全な正解となる発話を一つに定めることはできない。この技術を磨くためには、不適切な応答をできるだけ回避し、聞き手に対する配慮を見せることの積み上げによって、自分なりの会話のパターンを作り上げていくという方法しかない。 
 ２．３ 大学   大学生向けの教 viiは、レッールプレイ課題で構成されている。レッスン課題は問題のある会話例から、「何が問題なのか（問題発話と理由の指摘）」や「自分ならどう気持ちを伝えるのか（適切な表現の考察）」を考え、自分なりに適切な方略を見つけていくという学習課題である。それを踏まえての実践演習であるロールプレイ課題は、事前に決められた状況・役割に従って、学習者が自ら考え、その場に適した発話を選択し、問題解決を図るという演習課題である。また、教材には各課題の合間にコラム（「ちょっと一言」）や注意点（「point!」）等を配して整理の助けとなるような工夫を施してあ 。例え












 （1）大学生用教材：第 10 回 レッスン 3「頼みごとが受け入れられやすくなる表現」  
 会話例 ４ 咲さんに引っ越しの手伝いを頼まれた直
樹くんは、雄二くんにも一緒に手伝ってくれるように、頼みに行きます。直樹くんの言い方の違いで、仕事を押しつけられた雄二くんの反応は大きく違ってくるようです。 --------------------------------------------------- 直樹くん：あっ、雄二。ちょうどよかった。【 １ 】（A）明日の夕方、咲んちの引っ越しを手伝いに行くことになったよ。 （B）明日のことで頼みがあるんだけど。  雄二くん：えっ、明日ボクんち来るって言ってなかったけ。 直樹くん：【 ２ 】 
 （A）２人で一緒に引っ越し手伝ったら早いだろう。 （B）実はさ、咲に引っ越しの手伝い頼まれちゃってサ。悪いけど一緒に行ってくれないかな。  雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断れないなー。仕方ないか。 直樹くん：その場のノリで、そうなっちゃったんだ。ごめんな。 雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。 直樹くん：【 ３ 】 





       
 
上記の課題は 2015 年度前期に実施された改訂版であるviii。（旧版）を用いた大学での実践については、宮城・文（2014）を参照されたい。 














































 ○次の会話例を聞いて、考えてみましょう。 【状況】アキラくんは、友だちのユミさんに手伝いをたのまれました。１人だと大変なので、勝手にケイくんも手伝いに行くと約束しましたが、アキラくんはそれをケイくんに言っています。 -------------------------------------------------  ［会話例２］ アキラくん：あっ、ケイ。ちょうどよかった。明日、ユミの荷物運びを手伝うことになってさ。  ケイくん：えっ、明日一緒に僕の家でゲームするって約束したじゃん。  アキラくん：だからさー、２人でやればすぐに終わるだろ。手伝いに行こう。  ケイくん：えー聞いてないよ。なんで僕もやることになってるの。 アキラくん：その場のノリで、そうなっちゃったんだ。ユミに頼まれたら、ケイも断れないだろ。 ケイくん：まぁ、ユミちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。 アキラくん：じゃ、いいよな。明日朝９時にユミん家に集合な。 ケイくん：【 ４ 】                 ------------------------------------------------問題２ アキラくんは、ケイくんが納得できないことを２つ、、もしています。それはどんなことですか。（納得＝その通りだと思うこと） 問題３ もしあなたがケイくんだったら、【４】 の部分でどのような返事をしますか。 
  Ⅲ 実践 ３．１ 実践概要  本実践の授業協力者（授業に参加した学習者）は、単位制高校である神奈川県立鶴見総合高校xの１～２年生である。外国に繋がる子どもが数を占め、普通科の日本人の学習者たちよりも日常の場でのコミュニケーションに困難さを抱えていると思われる（その点に配慮して、教材では難解な漢字に振り仮名を付すようにした）。本研究の教材・実践の最大射程は中学生以上を想定しているので、授業対象者として適格であるが、例えば高校生対象としたロールプレイ演習の実践
（森・豊田（2010））で示されるようなスムースな回答は難しいと考えられる。ただし、本研究の趣旨は本教材が幅広い校種・学齢における汎用性を有していることを確認することにあるので、学習の達成度ではなく、学習者たちが積極的に授業に参加しているかどうか、授業そのものがつまずきなく進行しているかどうかに着目する必要がある。  本実践は、以下のような概要で実施された。 
 日時・場所：2015年 2月 「日本語」の授業の1時間（投げ込み教材として行われた） 授業協力者：7人（「外国に繋がる子どもxi」を多数含む） 授業実践者：高校教諭 2 名（主授業実践者・授業補助者）xii、研究者1名（観察・記録補助） 授業時間：80分 
 実践で使用された教材（資料２）は、筆者がこれまでの高専や大学の実践を通じて、改訂してきたものを、研究協力校の学習者の状況を勘案し、担当教諭らと十分な協議を経て改訂したものである（高専用・大学用の両教材との差異に関してはⅡ節を参照）。 
 ３．２ 授業の流れ  本教材では「はじめに」ですぐに「お願いするとき、気をつけること」を問う問題となっているが、学習者たちにとってイメージがしやすいように、まずは皆で話し合うことの意義、具体的にはこれまでの経験を例に考えてお願いするときにどのようなことが重要であるのかを話し合った。意見が出しづらい場合には、授業実践者が例を追加したり、問い返しをしたりという支援を行ったので、学習者たちは具体的な問題点を比較的スムーズに挙げることができたxiii。学習者たちから出た回答は板書して、皆で共有することにした。その結果、「問題のある会話例について意見を出し合う」（課題１）と「問題のある会話例に対して、自分なりに適切だと思う表現を考える」（課題２）は、比較的スムーズに行うことができた。最後にロールプレイ課題を（２題）を実演し、皆で評価・検討した。なお、本時の課題を考えるときにすぐに参照できるように、板書は授業終了までそのままにした。具体的な板書内容については次Ⅲ節に示す。 






























































































































































































（4）（ロールプレイ）怒っている相手にゆるしてもらい、またお願いする（課題３）   最後にまとめとして、ロールプレイ演習を行った。二つのグループに分けて、ＡさんまたはＢさんのロールカードを渡し（相手のグループのカードは見ない）、グループ内で話し合った後、ロールプレイ演習 臨むようにした。ロールカードは以下の通り。   ［Ａさんのカ  
  Ａ：今日１時から、Ｂさんをさそって友だちの誕生日プレゼントを買いに行く約束をしていました。午前中にいとこのお姉さんが訪ねてきて、おしゃべりをしているうちに２時になってしまいました。気が付くと携帯の電池も切れています。すぐに充電してＢさんに電話し、今日のことを謝って明日またプレゼントを買いに行こうとお願いしましょう。 
 
   ［Ｂさんのカード］ 








 （Ａ、Ｂ二人で距離を取り、携帯電話を持っての実演）Ａ：もしもし。 Ｂ：はい。 Ａ：今日ごめんね。 Ｂ：①お－。 Ａ：なんか、アキさんの誕生日プレゼントを買いに行く約束だったでしょ。 Ｂ：うん。 Ａ：で。 Ｂ：うん。 Ａ：②（Ａが沈黙。その後頭を掻く仕草、周りに助けを求める様子、しばらくしてから）･･････ごめんね。 Ｂ：うん。 Ａ：今日いとこの姉さんが来て（Ｂ：うん）、おしゃべりをしていたら二時になって、行けなかった。 Ｂ：うん。 Ａ：で、なんか携帯の電池が切れて（Ａが再度沈黙。）･･････ごめんなさいね。 Ｂ：ゆるさない。（聴衆：笑い） Ａ：③で、明日にするか。 Ｂ：イヤ。 （「ちゃんと頼め、怒っているぞ」と周りから声が飛ぶ、聴衆：笑い） Ａ：明日にしよー。 Ｂ：ヒマじゃない。 Ａ：あー、なら明後日？ Ｂ：病院行く。（聴衆：笑い） Ａ：（Ａが沈黙、「どうしよう」とつぶやく、しばらくして）･･････来週は？ Ｂ：④じゃあ、ヒマなとき教えてあげる。 Ａ：じゃあＯＫ。 
 
 以上の会話例の発話を分析すると、およそ以下のような意図によるものと考えられる。 
 ①の発話：Ａさんは、Ｂさんの声色から怒っている様子を察して、以降の発話 勢いが削がれる。 ②の発話：Ａさんは上手く言葉を繋げない。周りに助けを求めるが助けがなく、結局再度謝罪して話を続け 。 ③の発話：Ｂさんへの謝罪は終了していない（Ｂさんが納得していない）が、次の約束をしなけれなならないという目的を達成するために出た発話であろう。Ａさんはこれ以上何を言えばいいのか見当が付かず、無理矢理話を進めてしまった感がある。当然











































































































































































































































・「頼みごと」をする言葉遣いや態度は適切でしたか （ ） ○：あてはまる
・「頼みごと」が本当に困っていると感じましたか （ ） △：どちらともいえない
・「頼みごと」を引き受けることにしましたか （ ） ×：あてはまらない
話し合おう！




・「頼みごと」をする言葉遣いや態度は適切でしたか （ ） △：どちらともいえない

































































つ た ね が かんが
学校生活の中で、友だちに「ノートを見せて」や「一緒に荷物を運んで」のような























つぎ かいわれい き かんが
【状況】先 週ユキさんのクラスでは、日本語の小テストがありました。前の日にカゼをひいていたの
せんしゆう まえ
と、最 近あまり授 業に集 中できなかったので、全 然うまく書けませんでした。できれば再

















と け い か い ぎ じ お じ か ん
にまた来てください。
ユキさん：えっ、夕方は友だちと遊びに行く約束をしているので無理です。どうにかして

















め う え じ ぶ ん あ い て さき かんが
ようにしましょう。理由もはっきり言うようにしましょう。
り ゆ う い












あ す に も つ はこ て つ だ
ことになってさ。
ケイくん：えっ、明日一緒に僕の家でゲームするって約束したじゃん。


















どんなことですか。(納 得＝その通りだと思うこと)なつとく とお おも
答え方の練習をしよう
こた かた れんしゆう
問題３ もしあなたがケイくんだったら、 の部分でどのような返事をしますか。ぶぶん へんじ
Point!
友だち本人がいないところで、勝手に手伝いの約束などをしてはいけません。




あ い て き も かんが ねが
問題４ [会話例２]を聞いて、もしあなたがアキラくんだったら、次の場面でケイ












き よ う じゆぎよう
ここまでの学 習を振り返って、 考 えたことを話し合いましょう。
がくしゆう ふ かえ かんが はな あ
え
ー
聞
い
て
な
い
よ
。
な
ん
で
僕
も
や
る
こ
と
に って
るの。
ケイくん
アキラくん
